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来賓には中央本部・高木委員長をはじめ、全国ＯＢ会、ＪＲ総連、

貨物労連青年部連絡会、ＪＲ総連青年協議会、９条連から総勢１０名

の方々が、ご多忙の中お越しくださいました。 

冒頭、池尻青年部長（写真→）は挨拶の中で、ＪＲ貨物改革の闘い

について、平和について、総団結方針貫徹について、『JR 貨物労組

青年部３５年の道』について、そして自身の本部青としての原点と“考

動”について話しました。 

質疑応答では計２９名の委員から発言があり、年末手当の闘いや２０２３ＪＲ総連春

闘における成果と課題について、慢性的な要員不足や災害対応の労苦等の職場環境問題

について、ＪＲ貨物存立基盤の問題について、昨今の情勢を踏まえた平和意識の向上や

憲法改悪阻止について、総団結方針貫徹について等々、多岐にわたる発言が出されまし

た。 

こうした問題の解決にむけ、青年部が職場から声をあげ続けて闘いをつくり出すこと、

組織における現状維持は後退であり、当たり前の組織運営の追求にむけて「党派の介入

を許さず」「綱領、規約・諸規則、機関決定を守る」ことで組織強化をはかること。そ

の中でも青年部らしく「明るく・楽しく・元気よ

く」運動を推し進めることを全体で共有し、意思

統一をはかりました。 

答弁の後、中央本部岡組織部長から感想を頂

き、永井事務長の総括答弁、池尻青年部長の団結

ガンバロー！で定期委員会を締めくくりました。 


